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議      長  日程第８「認定第６号令和元年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について」を議題とします。 

 担当課長の細部説明を求めます。 

環境上下水道課長  それでは令和元年度松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算書を説明いたし

ます。306ページをお開きください。 

実質収支に関する調書から御説明いたします。歳入総額３億900万6,091円、

歳出総額３億47万3,590円、歳入歳出差引額853万2,501円となり、実質収支額

も同様でございます。 

308ページをお願いいたします。歳入歳出決算事項別明細の歳入でございま

す。主なものを御説明させていただきます。款２、使用料及び手数料。項１、

使用料、目１、下水道使用料、節１、下水道使用料です。調定額１億2,260万

4,773円、収入済額１億1,917万5,103円、収入未済額342万9,670円で、収納率

は97.2％でございました。節２、滞納繰越分の調定額は556万2,938円、収入済

額は166万4,147円、収入未済額は389万8,791円でございました。なお、現年度

分と滞納繰越分を合わせた収入未済額732万8,461円のうち、今現在83万2,859

円収納しており、今現在の収入未済額は649万5,602円となっております。 

続きまして款４、繰入金でございます。収入済額１億1,905万円でございま

す。 

款５、項１ともに繰越金でございます。前年度繰越金でございます。1,509

万2,441円でございました。 

次のページをお願いいたします。諸収入、雑入でございます。その下、款７

町債、目、節とも下水道事業債でございます。公共下水道事業債4,930万、酒

匂川流域下水道整備事業債380万円の合計5,310万円が収入済額となっておりま

す。歳入については以上です。歳入合計は３億900万6,091円となっております。 

 次のページをお開きください。歳出です。款１、総務費、項１、下水道総務

費、一般管理費です。支出総額2,569万9,801円です。ここでは主に職員１年分

の人件費と一般管理費及び消費税について支出をしてございます。 

続きまして13委託料でございます。委託料のうち下水道使用料の徴収事務の

委託料として、上水道事業会計へ520万支出をしてございます。 
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施設管理費でございます。支出済額214万8,433円でございます。主な支出と

いたしましては光熱水費で、流量計とマンホール５か所の電気料を支出してい

るところでございます。 

１ページおめくりください。続きまして下水道事業費です。支出済額は

1,517万8,008円です。主な支出としましては、公共下水道管理公共下水道台帳

整備委託を執行いたしました。続きまして下水道事業経営戦略策定業務委託で

ございます。こちらは総務省の通知に基づき、減少サービスに伴うサービスの

減少や、保有する施設の老朽化に伴う更新事業が懸念される中、公営事業化を

踏まえた今後の下水道事業の経営健全化の基礎づくりの資料を目的として策定

したものでございます。 

その下、工事請負費では、公共下水道維持補修費、流量計更新工事を執行し

てございます。 

続きまして款３、項、目とも流域下水道費です。19負担金及び交付金です。

支出済額は6,670万3,000円です。内訳でございますが、酒匂川流域下水道事業

建設負担金で420万3,000円を、維持管理負担金につきましては6,250万円を支

出してございます。 

次のページをお開きください。続きまして公債費及び元金でございます。支

出済額１億6,259万3,236円でございます。長期債元金として平成４年度からの

99件分の事業債について支出しております。 

目２、利子です。支出済額2,815万1,112円です。長期債利子として平成４年

度からの118件分の事業費を支出してございます。 

主な歳出は以上でございます。歳出総額３億47万3,590円となります。 

以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

議      長  担当課長の細部説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

（「なし」の声あり ） 

 質疑なしとのお声ですが、質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり ） 

 質疑なしと認めます。討論に入ります。 

（「省略」の声あり ） 
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 討論省略とのお声ですが、討論を省略して採決を行って御異議ございません

か。 

（「異議なし」の声多数 ） 

異議なしと認めます。討論を省略し採決を行います。認定第６号令和元年度

松田町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定

することに賛成の方の起立を求めます。 

起立全員であります。よって、本案は原案のとおり認定されました。 

 


